
書式第 12号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2023年度 事 業 報 告 書

鯉皇自動塵騒蝠□腫込_狙」型Ш

1 事業の成果

]ヒ菫シ2Lz二菫腱12」生二z」と22国塵塑巴菫董置重塾211盤_よ上 L図班」L麗班

『医療を通じてアフリカと日本をつなぎ健康と笑顔を届ける』をミッションに、2016年度より展

開を開始したアフリカのタンザニア グルエスサラーム近郊の農村部で行つている置き薬事業の推

進と、その置き薬事業がもたらす効果のエビデンスを確認するための研究活動を中心に活動を行っ

ております。

2023年度の活動の中は、研究を推進すべく、Tanzani3 0pen UniVerSityにおいて、倫理的に問題

ないかを確認するため、倫理審査において研究プロトコルを提出し、無事通過することが出来まし

た。これにより、事業について倫理的に問題なく、研究を進められることとなります。我々日本スタ

ッフとも連携し、現地研究メンパーと共に、我々の主要活動地域であるプワニ州キサラウェ地区のブ

ワマ村・ムレグレ村周辺に提供している置き薬の有用性を検証。住民の薬へのアクセスの改善と、置

き薬へのフィー ドバックと住民の医療知識、行動についてのアンケー ト、村近郊のクリニックでも調

査を携強化等を行いました。日本発祥の 300年前のビジネスモデルで置き薬を、現代のアフリカの環

境に適したものとなるように、エビデンスを検証し事業を改革していきます。

2023年度は農村部の Pwani州のみではなく、他のニーズのある地域においても置き薬を進めるベ

く、調査をしてまいりました。農村部とは異なるニーズも把握でき、現地のニーズに沿った形で今後

もプロジェクトを進めていきます。

また、新しいAfriMedicoを 形作ってゆく新事業創造活動も継続しております。アフリカに根づい

て活動する私たちだからこそ得られるアフリカの文化や価値を、日本の子どもたちに知ってもらう

きっかけを届ける事を狙いとして医療衛生プログクトの販売へ向けて準備を実施。“AfriMedico

TSUNACU''と いうサステナブルプランドとしてローンチを予定し、プロダクトを通じて得られた収益

を全てアフリカの置き薬事業へ還元してゆく仕組みを構築しました。

一年を通じて外部登壇、主催イベント、各種メディアヘの露出、メールマガジンやホームページ、

SNSな どを活用した広報活動も行い、AfriMedicoの活動とアフリカの医療の現状についての理解を

広める活動共有を行いました。2年連続高校生が普段授業で使 う教科書の表紙に AfriMedicoの 活動

の様子が掲載されるなど、日本での更なる認知も高まり始めております。

来年度はAfriMedicO Tanzaniaへの業務移管を加速し、置き薬事業をスケールさせていくために、



集中した戦略投資と資金調達・企業連携をセットにして更なるGrowthを 目指してゆく所存でござい

ます。現在ではAfriModico Tanzaniaの オフィス近郊の世帯約 15軒より新たに置き薬 Boxの設置を

希望する声が上がっており、オフィス近郊エリアでの事業拡大も進めてゆきたいと考えております。

皆様のお力添えを引続き宜しくお願い申し上げます。

2.事業の実施に関する事項

特定非営利活動に係る事業

● 置き薬システムを通じたアフリカの医療環境改善活動の促進 。医療教育知戯啓発事業

<現地での置き薬事業と医療教育>

プワマ村、ムレグレ村各村の置き薬マネージャーを通じて、置き薬の配置、補充、また薬の正し

い服用方法、予防などの医療教育を行っています。未払い顧客へのリフィルの進め方など、現地オ

ペレーションをどう改良していくか課題が見えた年にもなりました。

<研究活動 >

2019年 11月 にタンザニアの国立大学であるムヒンピリ大学の薬学部と共同研究の契約締結後

より、 Kisarawe Districtで の調査活動開始のため、プロトコール作成 。同意書作成・アンケー

ト内容の作成と見直 し、スワヒリ語翻訳などと共に東京女子医大・ムヒンピリ大学の両倫理委員会

への申請などを進めてまいりました。

く現地 との遠隔コミュニケーション強化 >

オンラインでのミーティングを主として活動展開する事を定着化させてきました。例年ですと

渡航 したスタッフのみ とのコミュニケーションが主になってしまうところ、オンラインで行 うこ

とで日本からもより多くのメンパーが参加でき、より結びつきが強くなりました。昨年度は例年以

上に成果に拘 り、オンライン会議ごとに各タスクの進捗により得 られたことを現地から共有 して

もらう時間を増や しました。

0 上記を支える活動として、国内での寄付者、賛同者獲得

・活動に賛同、支援 してくださる方を増やすための広報活動を行い、日標としていた年間100人

を超える方から寄付をいただくことができました。

・プロボノとして新たに 12名 の方がAfriMedicoに加入され、第一線でご活躍いただけました。

定款に記載
された
事業名

事 業 内 容 日時

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

アフ リカの医療
環境改善事業、お
よびア フ リカに
おける医療教育 。

知識啓発事業

タンザニアにおける医療過疎地域
において配置薬事業を展開する
上記薬剤の配置拠点において、疾
病の予防・治療方法や薬剤の適正
使用を目的とした医療教育を行う

通年 タンザニア
(Pw菫」 州

K"arawe
d18t血 )

179
世帯

4,586
(千円)



● その他の活動

・組織運営や リーダーシップ等の講演による収入を得てお ります。



法人名: 特定非営利活動法人AttMedico

活動量堂豊
2023年  4月   1日 2024年  3月  31日 まで

(単位 :円 )

6,037 745

△ 3,063,789

124,000

△ 2,939,789

科  目 金  額

1経常収益

1.受取会費
受取会費

う.受取寄付金
受取寄付金

L受取助成金等
受取助成金

■ 事業収益
TSし AヽCじ事業収益

モ.その他収益
受取利息

経常収益計
Ⅱ経常費用

電.事業費

(1)人件費

人件費計

(2)その他経費

外注費

売上原価

研究費

支払手数料

広告宣伝費

印刷製本費

その他

その他経費計

事業費計

鬱.管理費

(1)人件費

人件費計

(2)その他経費

地代家賃

広告宣伝費

旅費交通費

会議費

消耗品費

研修費

その他

そのlL経費計

管理費計

経常費用計

当期経常増減額

Ⅲ 経常外収益

電.講演料等
講演料等

経常外収益計

Ⅳ 経常外費用

経常外費用計

当期正味財産増減額

前期操越正味財産額

次期繰越正味財産額

790,000 790,000

1,781,114

0

402,800

42

1,781,114

402,800

42

4,585,671

1,452,074

2,775,400

726,000

400,000

183,465

180,953

7,437

312,416

4,585,671

420,000

336,870

165,858

133,870

120,586

110,000

164,890

1,452,074

124,000 124,000

0

8,600,225
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法人名 : 特定非営利活動法人AmMedico

生壼封麗表

2024年   3月   31日 現在

金  額

(単位 :円 )

358,817

5,660 436

科  目

3,321,568

205,998

773,667

33,640

4,334,873

1,684,380

1,684,380

298,817

60,000

358,817

8,600,225

△ 2,939,789

I資産の部

4.流動資産
現金預金

未収入金

欄卸資産

仮払金

流動資産合計

嘔.固定資産

固定資産合計

電.繰延資産

繰延資産

繰延資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

電.流動負債

未払金

前受金

流動負債合計

嘔.固定負債

固定負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計



盟務蓋塞の≧起

【 重要な会計方針
財務諸表の作成は、ヽ PO法 人会計基準(2010年7月 20日 2017年 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準協議会)によっています。

マ1) 固定資産の減価償却の方法

腋当事項はありません.

72) 施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

腋当事項はありません.

マ3) ボランティアによる役務の提供
該当事項はありません。

マ4) 消費費等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込経理方式によつています。

1. **n't *r*.in
ts-**?r,6t})Eta€Er'/:Lif .

4. ffi&a,awd,o>fAol+i-r zoq  ita;6 R

&:5 +qri,,r,* til".

\. *n,anffi,xat :&,t-< u,*trdtvt 17 t tzo'i*r*r,lft&r,fiff,
ldE *6li&,r*iil".

監 固定資産の増減内訳

該当事項はありません.

監 借入金の増減内訳

該当事項はあ|,ません.

1. g.fu*.tttor'frn* Lo,wlto,r.e
,dE *qri&tr *tr,



法人名 : 特定非営利活動法人A■iMedico

盟産且量
2024年  3月  31日 現在

金  額

(単位 :円 )

6,019,253

358,817

科  目

205,998

33,640

773,667

33,550

3,288,018

1,684,380

4,334,873

1,684,380

60,000

221,117

77,700

358,817

I資産の部

電.流動資産

現金預金

手許現金

銀行普通預金

未収入金

Paypal

前払費用

試作費前払い

仮払金

海外送金預け金

棚卸資産

商品

流動資産合計
う。固定資産

固定資産合計

3.繰延資産

繰延資産

繰延資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

電.流動負債

未払金
コーボレートカード引落未払金

立替経費未精算

前受金

会費前受金

流動負債合計

う.固定負債
固定負債合計

負債合計

正味財産



書式第 18号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

2023年度年間役員名簿 (宙事2●まにおいて役員であつたことがある全員0■名及び性層又は,新ユび
にこれら0■についての前事■年農における●目の有●を●●した名簿)

盤自日軽腫璽五型堕墨」二

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該 当者のみに記入)
氏   名

1
監事

アンサ
゛
イエリ

安齊恵理

2023年 4月 1ロ

2024年 3月 31日

年 月

月

日

年 日

2
監事

ツホ・イショウタ 2023年 4月 1ロ

2024年 3月 31日

年 月

月

日

年 日坪井祥太

3
監事

アオキモトヒロ 2023年 4月 1日

2024年 5月 27日

年 月

月

日

年 日青木基浩

4
監事

フシ・イタ・イキ  2023年 5月 27日

2024年 3月 31日

年 月

月

日

年 日藤井大暉

5
理事

カイ対 ヒテ
゛

2023年 4月 1日

2024年 3月 31日

年 月

月

日

年 日蒲地正英



書式第4号 (法第 10条 。第28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法 Afri‖edico

氏   名

安書 恵理

2 坪井 祥太

3 藤井 大暉

4 前田 麻貴

5 石毛 しいな

6 倉内 保奈美

′̈ 篠田 晴哉

8 井川 真由美

9 関 孝善

10 田中 颯瑛




